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す
る
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問
主
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書 

 

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運
営
は
、
厚
労
省
か
ら
外
部
委
託
さ
れ
た
受
託
者
が
雇
用
す
る
嘱
託
職
員
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
度
、
嘱
託
職
員
で
あ
る
八
人
の
学
芸
員
の
う
ち
二
人
だ
け
（
以
後
、
学
芸
員
Ａ
、
学
芸
員
Ｂ
と
称
す
る
）
が
、
二

〇
二
〇
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
雇
止
め
に
あ
っ
た
。
雇
止
め
に
至
る
経
緯
と
決
定
に
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下

質
問
す
る
。 

一 

二
〇
〇
八
年
に
成
立
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
は
、
国
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
に
対
す

る
隔
離
政
策
に
起
因
し
て
生
じ
た
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
促
進
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
。 

 
 

政
府
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を
そ
の
第
十
八
条
で
位
置
づ
け
た
意
味
お
よ
び
役
割
を
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
か
。 

二 

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運
営
主
体
は
頻
繁
に
変
化
し
て
き
た
。
一
九
九
三
年
の
開
館
時
か
ら
は
財
団
法
人
藤
楓
協
会

が
十
年
間
受
託
、
同
協
会
が
解
散
し
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
社
会
福
祉
法
人
ふ
れ
あ
い
福
祉
協
会
が
六
年
間
受
託
、
二
〇

〇
九
年
度
か
ら
二
〇
一
五
年
度
ま
で
は
財
団
法
人
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団
が
企
画
競
争
で
受
託
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二

〇
一
九
年
度
ま
で
は
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
が
一
般
競
争
入
札
で
受
託
し
た
。 



 

２ 

 

 
 

こ
の
間
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
活
動
は
、
受
託
者
が
一
年
ご
と
に
職
員
を
再
雇
用
す
る
形
で
支
え
ら
れ
て
き
た
。 

 
 

二
〇
一
三
年
七
月
一
日
付
け
の
「
全
療
協
ニ
ュ
ー
ス
」
に
よ
れ
ば
、
全
国
十
三
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
自
治
会
組

織
「
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
協
議
会
（
全
療
協
）
」
は
、
二
〇
一
四
年
度
予
算
に
向
け
て
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
学

芸
員
の
地
位
の
安
定
化
を
求
め
、
こ
れ
に
対
し
て
、
厚
労
省
疾
病
対
策
課
が
、
「
学
芸
員
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て
は
」
「
運

営
す
る
団
体
と
契
約
の
際
に
、
専
門
性
等
の
問
題
が
あ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
条
件
を
付
け
て
い

る
」
と
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

 

１ 

政
府
も
同
じ
事
実
認
識
か
。 

 

２ 

現
在
も
、
学
芸
員
の
専
門
性
か
ら
雇
用
の
継
続
性
が
望
ま
し
い
と
の
認
識
に
相
違
は
な
い
か
。 

 

３ 

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
受
託
し
た
公
益
財
団
法
人
笹
川
保
健
財
団
に
も
忘
れ
ず
に
継
続
雇
用
が
望
ま
し
い
と
の
条
件
を
付

け
た
か
。
付
け
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
時
点
で
ど
の
よ
う
に
条
件
を
付
け
た
か
、
付
け
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

厚
労
省
は
、
二
〇
一
三
年
ま
で
に
施
行
さ
れ
た
改
正
労
働
契
約
法
で
、
有
期
労
働
契
約
の
下
で
生
じ
る
雇
止
め
に
対
す
る

問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
「
有
期
労
働
契
約
が
繰
り
返
し
更
新
さ
れ
て
通
算
五
年
を
超
え
た
時
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に



 

３ 

 

よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換
で
き
る
」
旨
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
説
明
を
行
っ
て

い
る
。 

 
 

同
第
十
八
条
で
は
、
「
同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
二
以
上
の
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
を
通
算
し
た
期
間

が
五
年
を
超
え
る
労
働
者
が
、
当
該
使
用
者
に
対
し
、
現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る
日
ま

で
の
間
に
、
当
該
満
了
す
る
日
の
翌
日
か
ら
労
務
が
提
供
さ
れ
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た

と
き
は
、
使
用
者
は
当
該
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

厚
労
省
は
、
毎
年
一
般
競
争
入
札
で
業
務
を
委
託
す
る
者
が
雇
用
す
る
、
不
安
定
な
有
期
労
働
契
約
の
嘱
託
職
員
に
つ

い
て
は
、
同
第
十
八
条
が
ど
の
よ
う
に
適
用
お
よ
び
運
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。 

 

２ 

労
働
契
約
法
の
所
管
省
庁
で
あ
り
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運
営
業
務
の
委
託
者
で
あ
る
厚
労
省
は
、
一
般
競
争

入
札
で
業
務
を
委
託
す
る
者
に
対
し
て
、
同
第
十
八
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

 

３ 

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運
営
業
務
の
委
託
者
で
あ
る
厚
労
省
は
、
学
芸
員
Ａ
が
十
八
年
間
勤
め
て
い
た
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
か
。 

 

４ 

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運
営
業
務
の
委
託
者
で
あ
る
厚
労
省
は
、
雇
止
め
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
芸
員
Ａ
を
含
む



 

４ 

 

労
働
組
合
か
ら
、
今
年
三
月
九
日
お
よ
び
三
月
三
十
日
に
要
請
を
受
け
た
と
聞
く
が
、
学
芸
員
Ａ
や
学
芸
員
Ｂ
が
雇
用
継

続
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。 

 

５ 

厚
労
省
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運
営
業
務
受
託
者
が
日
本
財
団
か
ら
笹
川
保
健
財
団
に
変
わ
る
に
際
し
、
加

藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
宛
て
で
三
月
九
日
に
、
「
前
受
託
者
が
雇
用
し
て
い
た
職
員
を
は
じ
め
、
業
務
委
託
を
し
て
い
た

個
人
や
団
体
の
職
員
、
派
遣
職
員
に
つ
い
て
、
解
雇
や
雇
い
止
め
、
契
約
解
除
な
ど
を
起
こ
さ
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
就

業
で
き
る
」
よ
う
国
家
公
務
員
一
般
労
働
組
合
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
分
会
な
ど
か
ら
要
請
（
以
下
、
雇
止
め
回
避
の

要
請
）
を
受
け
た
際
に
、
同
法
第
十
八
条
お
よ
び
次
の
質
問
項
目
で
尋
ね
る
第
十
九
条
を
考
慮
し
た
か
。
考
慮
し
た
と
す

れ
ば
、
そ
の
検
討
の
経
緯
と
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
考
慮
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
改
め
て
考
慮
し
な
お
し
、
運

営
業
務
委
託
者
に
対
し
て
雇
用
継
続
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

四 

厚
労
省
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
雇
止
め
」
と
は
、
使
用
者
が
更
新
を
拒
否
し
て
、
契
約
期
間
の
満
了
に
よ
り
雇
用
が
終
了

す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
「
雇
止
め
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
過
去
の
最
高
裁
判
例
に
よ
り
一
定
の
場
合

に
こ
れ
を
無
効
と
す
る
判
例
上
の
ル
ー
ル
（
雇
止
め
法
理
）
が
確
立
し
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
雇
止
め
法
理
を
も
と
に
、
労
働
契
約
法
第
十
九
条
で
は
、
有
期
労
働
契
約
に
関
し
、
「
使
用
者
が
当
該
申
込
み
を



 

５ 

 

拒
絶
す
る
こ
と
が
、
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
使
用
者

は
、
従
前
の
有
期
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件
と
同
一
の
労
働
条
件
で
当
該
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
」

と
定
め
て
い
る
。 

 

１ 

厚
労
省
は
、
毎
年
の
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
業
務
受
託
者
が
、
前
年
度
ま
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
嘱
託
職
員
に
ど
の
よ
う

な
配
慮
を
す
れ
ば
、
同
法
第
十
九
条
が
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

 

２ 

厚
労
省
は
、
労
働
契
約
法
の
所
管
省
庁
で
あ
り
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運
営
業
務
の
委
託
者
で
あ
る
が
、
厚
労

省
業
務
の
委
託
先
に
同
法
第
十
九
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

 

３ 

厚
労
省
か
ら
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
管
理
業
務
を
二
〇
一
九
年
度
に
受
託
し
、
二
〇
二
〇
年
度
に
は
応
札
し
な
か

っ
た
日
本
財
団
が
、
二
〇
二
〇
年
度
の
受
託
者
で
あ
る
笹
川
保
健
財
団
に
、
学
芸
員
Ａ
や
学
芸
員
Ｂ
が
雇
用
継
続
を
望
ん

で
い
た
こ
と
を
伝
え
た
か
ど
う
か
を
承
知
し
て
い
る
か
。 

五 

日
本
財
団
は
、
今
年
二
月
二
十
八
日
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
職
員
各
位
に
あ
て
て
「
当
財
団
と
し
て
雇
用
契
約
の

更
新
は
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
す
」
と
告
げ
た
。 

 
 

そ
の
数
日
後
の
三
月
六
日
金
曜
日
夕
刻
に
、
笹
川
保
健
財
団
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
職
員
各
位
に
あ
て
、
「
二



 

６ 

 

〇
二
〇
年
度
よ
り
厚
労
省
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
等
の
運
営
と
啓
発
広
報
一
式
を
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ

き
ま
し
て
は
職
員
の
採
用
に
あ
た
り
ま
し
て
、
下
記
の
通
り
、
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
」
と
し
た
が
、
申
し
込
み
の
締
め
切

り
は
、
わ
ず
か
二
日
後
の
三
月
八
日
日
曜
日
十
七
時
だ
っ
た
。 

 

１ 

採
用
試
験
実
施
の
知
ら
せ
か
ら
申
し
込
み
締
め
切
り
ま
で
に
二
日
し
か
な
い
こ
と
は
、
一
般
論
と
し
て
職
業
安
定
法
上

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
、
厚
労
省
は
同
法
の
所
管
官
庁
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

二
〇
一
八
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
職
業
安
定
法
で
は
、
労
働
者
の
募
集
の
際
は
労
働
条
件
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
明
示
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
職
業
安
定
法
違
反
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
違
法
で
あ
る
場
合
、
所
管
省
庁
と
し
て

厚
労
省
は
何
を
行
う
の
か
。 

六 

国
家
公
務
員
一
般
労
働
組
合
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
分
会
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
お

い
て
学
芸
員
に
対
す
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
解
決
を
求
め
た
こ
と
が
、
同

分
会
設
立
の
背
景
に
あ
る
と
い
う
。
厚
労
省
は
本
件
を
認
識
し
て
い
る
か
。 

七 

笹
川
保
健
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
笹
川
保
健
財
団
を
設
立
し
た
の
は
、
日
本
財
団
の
創
始
者
で
あ
る
笹
川
良

一
氏
で
あ
る
。 



 

７ 

 

 
１ 

笹
川
保
健
財
団
が
日
本
財
団
の
次
に
運
営
業
務
受
託
者
と
な
る
際
、
厚
労
省
は
、
両
財
団
が
系
列
組
織
と
称
す
べ
き
、

極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
。 

 

２ 

日
本
財
団
の
次
に
、
そ
の
系
列
組
織
と
い
う
べ
き
笹
川
保
健
財
団
が
、
昨
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
家
公
務

員
一
般
労
働
組
合
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
分
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
三
人
の
う
ち
の
二
人
を
不
採
用
と
し
た
が
、
こ
れ

は
、
労
働
組
合
法
第
七
条
の
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
。
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
そ
の
根
拠
を
、
あ
た
る
と
い
う
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
是
正
す
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

雇
止
め
回
避
の
要
請
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
国
家
公
務
員
一
般
労
働
組
合
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

分
会
の
構
成
員
五
人
の
う
ち
二
人
が
不
採
用
に
な
っ
た
の
は
、
労
働
組
合
法
第
七
条
の
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
る
と
の
疑

い
を
呈
さ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
厚
労
省
が
、
こ
の
疑
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。 

八 

「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
等
の
運
営
と
啓
発
広
報
一
式
実
施
要
領
」
に
よ
れ
ば
、
「
館
長
又
は
事
務
局
長
の
任
免
に
当

た
り
、
あ
ら
か
じ
め
厚
労
省
健
康
局
長
に
協
議
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。 

 
 

現
館
長
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
多
磨
全
生
園
に
勤
務
、
一
九
八
五
年
か
ら
園
長
に
就
任
、
一
九
九
三
年
に
退
官
後
に
、

旧
・
高
松
宮
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
（
現
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
）
の
運
営
委
員
長
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
を



 

８ 

 

務
め
て
い
る
。 

 
 

短
期
不
安
定
雇
用
の
学
芸
員
の
状
況
と
は
真
逆
で
、
一
九
九
五
年
か
ら
関
係
施
設
に
長
期
雇
用
さ
れ
た
者
が
、
十
三
年
間

に
わ
た
り
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
館
長
を
務
め
る
弊
害
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る

か
。
ま
た
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


